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1 は じ め に

カラービーマンは近年の食生活の多様化とともに,需用
が高まっており,栽培事例が増加している。これまで, し
り腐れ果の回避技術及び,緩効性肥料を利用した施肥法に
ついて報告した。 しかし,収量の大半が収穫初期に集中す
ることから,収穫作業の分散化,ま た収穫後半の収量減等
の問題点が残った。そこで今回は,側枝の整枝法と主枝の

着果の制限が生産特性に及ぼす効果について報告する。

2試 験 方 法

試験 1 間引き整枝法 (1998年 )
0)供試品種 :彩 レッド
(2)試験区の構成

間引き法

卜水平張りによる誘引とし,2節摘心区は紐誘引
をあわせて実施した。主枝の摘花は第 4節まで実
施した。切り戻しは10月 29日 に草丈150mで 行っ

た。

に)施肥量 Kkg/a)
N:15 P,0,:15 K20:16
苦土石灰15 堆肥200

試験2 摘花処理 (1999年)
(1)供試品種 彩レッド
12)試験区の構成

主枝12節まで主枝第 4節以降 1節おき摘花
主枝 2本を主伎第 5着果節まで摘花
主枝 1本を主枝第 8着果節まで摘花
無処理

6)栽培概要
播種   1月 18日  定植3月 30日
栽植距離 うね幅240cm 株間50c1 1条植え
整枝方法

主枝 4本仕立て,紐誘弓L摘花処理は,第 2節ま
で摘花後,試験区により摘花した。

3 試験結果及び考察

〈試験 1〉  間引き整枝法
表 1に問引き整枝法の収量を示した。商品果収量は,主

株当たり

1果重 a当 た

240    288    864   8:801    51 4   6,179   1202   6865
198    266    836   8,311   464   5,510   1188   6122
244    258    878   8,769   502    6,073   121 0   6748

5

分枝 3節葉展開ごと

すべて 2節切り戻し
半数 2節切り戻し
すべて 2節切り戻し
半数 2節切り戻し

随時

13)整枝方法

搭種   1月 17日  定植  4月 1日
栽植距離 うね幅150cll 株間50c1 1条植え
栽培方法

主枝 4本仕立て。主枝の誘引方法はフラワーネッ

表 1 間引き整技法における等階級別収量

品 種 試 験 区

5節葉半数 2節切り戻し
3節葉全て 2節切り戻し
3節葉半数切り戻し

202    31 2    832   8,552   514   6,156   1198   6840

摘花処理

主枝12節まで全て摘花

全て 2

注 1)
2)

A果 :

B果 :

1果重が100g以上であり,
1果重が70g以上であり

,

果形がベル型で整っている果実
果形がベル型または,軽度変形の果実
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枝 5節葉展開全て 2節切戻区,主枝 5節葉展開半数切戻区,

主枝 3節葉展開半数切戻区の 3試験区で a当たり約680kg,

同区で株当たりのA果・ B果の商品果数は約50個であった。

時期別商品果数量は図 1に示した。いずれの間引き整枝

区とも7月 下旬に収穫ピークを向かえ,8月 以降は落花が

多く,商品果数量が少なかった。生育後期の商品果数量が

減少する要因としては,生育初期に着果した果実が肥大す

ることにより,草勢の低下が起こったものと推察された。

このため,生育初期に適正な着果数に制限し,草勢を維

持することにより,生育後期に安定した収量を得ることが

出来るのではないかと考えられた。また,間引き整枝法は,

省力的かつ栽植本数も多い反面,過繁茂になりやすいため,

落花が多く,屑果の発生,果実が着色遅延する傾向が認め

られた。

時期別商品果数量は,図 2に示した。 7月 下旬に収量が

増加し,9月 中旬,10月 上中旬に再び収量が増大した。 こ

れは,低節位の花を摘花したことにより,草勢が維持され

たことによるものと考えられた。収穫果の大きさは,試験

区間の差はみられず,収穫初期に大きく,中期以降はやや

小さくなる傾向が認められた。糖度は,各区とも収穫期間

を通して,7 0(Brix%)前後で安定して推移した。
以上のことから,摘花処理は,草勢の維持に効果的な方

法であり,これにより収穫期の分散が図られ.長期収穫が

可能になると考えられた。また,主枝の摘花を実施した場

合においても,低節位の側枝の着果数増加することにより,

樹勢の低下が認められた。
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図 1 間引き整枝法における時期別商品果収量

〈試験 2〉  摘花処理
摘花処理試験の収量を表 2に示した。a当たり商品果収

量は主枝着果を制限した主枝第12節全摘花区では605kgで

最も多く,次に主枝 2本着果第 5節摘花区が,5却峰であっ

た。間引き整枝法に比較し,栽植密度が低いため,面積当

たり収量はやや減少したが,果実の着色が良好であり,果

形の乱れ,屑果の発生は少ない傾向があった。

図2 摘花処理における時期別商品果収量

4 ま

雨よけ栽培におけるのカラーピーマンの生産特性として,

生育初期の過度な着果により,草勢の著しい低下が認めら

れ,長期どり栽培は困難であった。本試験によって,草勢
の維持には,生育初期の摘花が効果的であり,生育後期ま

で安定した,収量が得られることが確認された。

434    116    585   6,843   550   6,592   1199   5493
41 1    12 6    579    6,808   537   6,449   120 1   5374

主枝 2本を第 5節まで摘花
主枝 1本を第 8節まで摘花
算RttL理里                             400    166    623   6,697   566   6.294   111 3   524 5

表2 摘花処理における等階級別収量

(個) (個) (個) (g) (個 ) (g) (g)(kg/D
彩レッド 主枝12節まで全て摘花       398  192  628 7,548 590 7,259 1230 6050

主枝 4本を第 4節以降 1節おき摘花  359  100  514  5,604 459 5,130 1118 4275

注 1)A果 :1果重が100g以上であり,果形がベル型で整っている果実
2)B果 :1果重が70g以上であり,果形がベル型または,軽度変形の果実
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